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今
月
の
表
紙

「
令
和
４
年
只
見
町
成
人
式
」

　
参
加
希
望
者
全
員
が
、
会
場
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
、

近
況
報
告
や
一
緒
に
写
真
を
撮
る
な
ど
久
し
ぶ
り
の
友
人

と
の
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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　本日はコロナ禍という大変な状況下の中、このような盛大な
式を開催していただき、心より感謝申し上げます。
　私たちは、学生として社会の勉強をしている人、就職して毎
日仕事に奮闘している人、まだ将来の夢を迷っている人、様々
です。
　おかれている立場は違えど、私たちはこの只見町というふる
さとで生まれ育った仲間です。この先、挫折することがあるか
もしれません。そんな時でも、只見町というふるさとがありま
す。支えてくれる家族も、地域の方々もいます。仲間がいます。
そんな只見町で、成人式を迎えることができ、本当に嬉しく思
います。
　成人を迎えた今、大人という自覚を持ち、責任の持てる社会
人として歩んでいくという決意をここに誓います。どうか今後
とも、ご指導ご鞭撻をいただきますようお願いいたします。新成人代表　目黒　響さん

　令和４年度の只見町成人式が８月１５日に季の郷湯ら里で行われ、山村留学生１７期生４人を含
む新成人３１人（男性１５人、女性１６人）が出席しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、事前に抗原検査を行う他、会場内でのマスク着用や手指の消毒などを実施しながらの開催
となりました。
　式では、新成人を代表して目黒響さんが渡部勇夫町長から成人証書を受け取りました。また、家
族からの手紙が全員に渡され、新成人の皆さんは、照れくさそうな表情を見せながらも真剣に手紙
を読み、家族からの思いに涙を流す姿も見られました。最後には、新成人を代表して目黒響さんが
謝辞を述べ、只見町成人式が閉式しました。

ご成人おめでとうございます!

令和４年度 只見町成人式

▲家族からの手紙を読む新成人の皆さん ▲友人たちとの久々の再会に会話も弾みました

謝辞

令和４年度 只見町成人式
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参加した皆様から夢や目標を教えて
いただきました。夢に向かってこれ
からも頑張ってください。
※撮影にご承諾いただいた方のみを掲載しております。

　本日は、誠におめでとうございます。
　只見高校野球部が今年の春のセンバツ大会に出場しました。「雪が
いっぱい降るから、過疎の町だから」という環境を嘆かず、環境を日
常として受け入れ、ひたむきに自分たちができる事をやり切ろうとい
う日々の努力の先に甲子園の切符をつかみ取りました。
　改めてこの姿勢に学びながら、人物本位で自然環境と文化を活かし
持続的な産業活動と町づくりを目指してまいります。
　そこで皆さんにお願いがあります。只見町は、もっともっと地域の
魅力を磨き上げ、持続的な町づくりに取り組んでまいりますので、見

守ってください。そして皆さんのお力を貸してください。それは今すぐでなくても構いません。近い将来
でもよいので、只見町のまちづくりの力になっていただける日がくることを願っています。
　これからは、成人として自分の行動や言葉に自覚と責任をもち、そして、それぞれの目指す未来を歩ん
でいってください。
　只見町は、いつまでも皆さんを応援し続けています。

　「１８歳の酒」p
プロジェクト

roject とは、只見高校・南会
津高校の３年生を対象に地元の“ものづくり”
に直に触れてもらいたいという想いにより始ま
ったプロジェクトです。
　高校３年生の時に「酒米づくり」と「酒造り」
を体験します。出来上がったお酒は２年間貯蔵
し、酒づくりを体験した方に成人式でプレゼン
トされます。
　当日は、渡部町長から参加者代表の鈴木美羽
さんに「１８歳の酒」が手渡されました。

「１８歳の酒」project

町長からのメッセージ
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白山ユネスコエコパーク

志賀高原ユネスコエコパーク

只見ユネスコエコパーク

みなかみ
ユネスコエコパーク

甲武信
ユネスコエコパーク

南アルプス
ユネスコエコパーク

大台ケ原・大峯山・大杉谷
ユネスコエコパーク

屋久島・口永良部島
ユネスコエコパーク

綾ユネスコエコパーク

祖母・傾・大崩
ユネスコエコパーク

「2022 日本ユネスコエコパーク�
� ネットワーク大会 in 只見」開催

　日本で登録されている全国１０地域のユネスコエコパーク間の情報交換や交流、協働を通じて、ユネスコ
エコパークの活動の発展と向上を目指すため、平成２７年に設立されたものです。
　毎年、各ユネスコエコパークの担当者や文部科学省など関係者が国内のユネスコエコパーク登録地に集ま
り、事業報告や意見交換、現地視察などを行う「日本ユネスコエコパークネットワーク大会」が開催されてい
ます。今年は７月２６日、２７日に只見町で開催されました。「日本ユネスコエコパークネットワーク大会」
の前身である「第１回ユネスコエコパークネットワーク会議」が只見町で開催されてから、約１０年ぶりの
只見町開催となります。

「日本ユネスコエコパークネットワーク
～Japanese Biosphere Reserves Network～」とは？

「2022 日本ユネスコエコパークネットワーク大会」

　今回の日本ユネスコエコパークネットワーク大会は、総会、意見交換会、現地視察の３部制で行われました。
　総会では、渡部町長が「只見町で開催した第１回会議時の登録地は５地域だった。それから約１０年で１０
地域が登録され、平成２９年にイオン環境財団と連携協定を締結した。『人間と生物圏とのより良い関係を
築いていく』というユネスコエコパークの理念のもと、各登録地が抱える課題の解決に向けて、情報交換出
来るような組織を目指していく」と挨拶しました。

▲会場後方に設置された国内各登録地の紹介パネル▲大会参加者での集合写真
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日本ユネスコエコパークネットワークのこれから

　２７日に行われた現地視察では、２つのテーマに分かれ、只見町内を視察しました。
　第１コースでは「ダムによって作られた自然環境・生物多様性と発電所内部見学」をテーマに、田子倉ダ
ムの奥に広がる只見ユネスコエコパーク核心地域と、田子倉ダムの視察を行いました。
　第２コースは「日本一“ちいさな蒸留所”ねっかに学ぶ地域づくりと観察の森見学」をテーマに、ねっか
蒸留所内部の見学を行いました。また、蒸留所の上流域に位置し、水源林となっている「ただみ観察の森 
梁取のブナ林」に入り、只見町のシンボルであるブナや人との関わりについて視察を行いました。

▲田子倉ダム視察では、株式会社電源開発の方から田子倉ダムの
規模などの説明を受けました

▲ただみ観察の森　梁取のブナ林の視察では、間近で只見町の自然
を観察しました

　ユネスコエコパークの最大の魅力は人と自然とが関わりあって生きていることです。ユネスコエコパーク
を町づくりの枠組みとして、貴重な自然環境を守り、自然を上手く活かした持続可能な地域振興を目指して
います。本日本ユネスコエコパークネットワークでは、これからも登録地間の情報交換、交流、協働を通じ
てユネスコエコパークの活動の発展と向上、課題解決のための活動をしていきます。

※１：MAB計画（「MAB（マブ）」＝人間と生物圏）
「人と自然の共生」を目的としたユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の取組 

※２：ユネスコ未来共創プラットフォーム事業
世界や地域の課題解決のため、専門家や関係者の知見を得てユネスコ活動を推進することを目的とした文部科学省の事業

　総会後の意見交換会では、参加したユネスコエコパークの概要や各地域での自然やアウトドアを利用した
観光促進、ガイド制度、特産品の認証制度などの説明があり、それらについて活発な意見交換や情報共有が
行われました。只見町からは脱炭素・森林資源の持続可能な利活用を目指す取り組みや、伝統的な文化・後
継者継承のためのマタギサミットの開催などを紹介しました。最後に、文部科学省国際統括官付国際統括官
補佐の堀尾多香氏からM

マ ブ

AB計画（※１）に関する国内外の動向についての説明と、公益財団法人日本自然保
護協会生物多様性保全部主任の朱宮丈晴氏からユネスコ未来共創プラットフォーム事業（※２）の説明が行わ
れました。

▲各ユネスコエコパークの概要を説明する担当者 ▲活発な意見交換が行われました
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安
全
な
道
路
の
確
保
に
向
け
て

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
人
材
確
保
の
た
め

只
見
線
を
生
か
し
た
地
域
振
興
を
考
え
る

進
路
を
考
え
る

令
和
４
年
度「
県
道
小
林
舘
の
川
線

改
良
促
進
期
成
同
盟
会
」総
会
開
催

「
オ
ン
ラ
イ
ン
町
村
役
場

�

見
学
ツ
ア
ー
」開
催

「
こ
れ
か
ら
の
只
見
線
と
観
光
振
興

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

「
只
見
高
校
体
験
入
学
」実
施

▲質疑応答なども行われ、活発な総会となりました

▲仕事のやりがいを伝えた町職員

▲第２部では只見高校野球部の長谷川清之監督が
　講演しました

▲体験授業「総合的な探究の時間」の様子

　
「
県
道
小
林
舘
の
川
線
改
良
促
進
期
成

同
盟
会
」の
総
会
が
８
月
２
日
に
行
わ
れ
、

南
会
津
建
設
事
務
所
長
や
会
員
な
ど
約
20

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
事
業
報
告
の
後
、

関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
等
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
要
望
内
容
に
は
、

県
道
小
林
舘
の
川
線
の
未
改
良
区
間
の
改

良
工
事
の
促
進
や
雪
崩
発
生
箇
所
の
防
雪

対
策
工
事
に
関
す
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
会
津
建
設
事
務
所
か
ら
、
今

年
度
の
工
事
な
ど
に
関
す
る
事
業
計
画
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
務
員
に
関
心
の
あ
る
学
生
や
社
会
人

に
向
け
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
町
村
役
場
見
学

ツ
ア
ー
」
が
８
月
３
日
に
実
施
さ
れ
、
只

見
町
を
含
め
て
10
町
村
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島
県
が
町
村
職
員
の

採
用
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、
各
町
村

の
Ｐ
Ｒ
や
職
員
の
仕
事
内
容
紹
介
を
行

い
、
将
来
的
な
職
員
確
保
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

只
見
町
の
紹
介
で
は
若
手
職
員
が
、
自

身
の
仕
事
に
つ
い
て
の
紹
介
や
働
こ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
を
視
聴
者
に
向
け

て
伝
え
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
只
見
線
と
観
光
振
興
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
８
月
７
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
季
の
郷
湯
ら
里
の
村
岡
輝

久
常
務
が
講
演
し
、「
訪
れ
た
人
に
感
動

と
満
足
を
与
え
、
ま
た
来
て
く
れ
る
地
域

応
援
団
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
星
賢
孝
さ
ん
、
只
見
線
利
用

愛
好
者
の
大
越
智
貴
さ
ん
、「
只
見
線
な

ん
と
か
会
」
の
佐
藤
英
里
さ
ん
、
渡
部
只

見
町
長
、
会
津
広
域
観
光
推
進
議
員
連
盟

の
古
川
雄
一
会
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
只
見
高
校
体
験
入
学
」
が
７
月
27
日

に
開
催
さ
れ
、
只
見
中
学
校
や
南
会
津
中

学
校
な
ど
の
生
徒
・
保
護
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
生
徒
会
長
の
岩
佐
優
生

さ
ん（
山
村
教
育
留
学
生
）が
「
只
見
高
校

の
魅
力
は
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
様
々

な
活
動
を
行
え
る
こ
と
で
す
。
今
日
は
、

只
見
高
校
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
パ
ソ
コ
ン
班
が
作
成
し
た
学
校

紹
介
動
画
を
視
聴
し
、
高
校
生
活
の
１
日

の
流
れ
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど

の
体
験
授
業
に
参
加
し
た
り
、
寮
の
見
学

を
行
っ
た
り
、
只
見
高
校
で
の
生
活
の
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
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NEWS&FLASH

農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
て

令
和
３
年
度
個
人
県
民
税
の
納
付

功
績
を
称
え
受
章
を
喜
び
祝
う

地
元
企
業
を
知
る

「
農
業
委
員
会
」の
選
任
と「
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
」の
委
嘱

只
見
町
に
県
知
事
か
ら
感
謝
状

「
目
黒
吉
久
氏
叙
勲
祝
賀
会
」開
催

「
只
見
高
校
企
業
説
明
会
」

▲感謝状を渡す深谷局長（右）と受け取る渡部町長（左）

▲現場で説明を聞くことで、より仕事内容を知ることができました

　

只
見
町
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
、
任
期
満
了
に
伴
い
改
選
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

個
人
県
民
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
優
良

な
成
績
を
収
め
た
自
治
体
に
対
す
る
知
事

感
謝
状
贈
呈
式
が
８
月
24
日
に
役
場
で
行

わ
れ
、
深
谷
一
夫
南
会
津
振
興
局
長
か
ら

渡
部
町
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
令
和
３
年
度
分
が
対

象
で
、納
付
率
は
99
・
８
％
で
し
た
。皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
令
和
４
年
度
分
に
つ
き
ま
し

て
も
、
完
納
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
計
画

的
な
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

只
見
高
校
生
を
対
象
と
し
た
企
業
説
明

会
が
８
月
22
日
に
行
わ
れ
、
只
見
高
校
２

年
生
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

企
業
説
明
会
は
、永
洸
建
設
株
式
会
社
、

こ
ぶ
し
苑
、
株
式
会
社
季
の
郷
湯
ら
里
、

株
式
会
社
会
津
工
場
、
只
見
町
役
場
の
５

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
や
企
業
理

念
な
ど
の
説
明
・
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
、「
今
ま
で
興
味
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
仕
事
に
も
目
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
進
路
を
考
え
る
参
考
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲謝辞を述べる目黒吉久さん

目
黒
吉
久
さ
ん
：
平
成
８
年
か
ら
３
期
12
年

町
議
員
を
務
め
、
平
成
20
年
か
ら
２
期
８
年

只
見
町
長
を
務
め
る
。

　

春
の
勲
章
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

た
元
只
見
町
長
の
目
黒
吉
久
さ
ん（
坂
田
）

の
叙
勲
を
祝
う
「
目
黒
吉
久
氏
叙
勲
祝
賀

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
、
渡
部
町
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
大
塚
純
一
郎
町
議
会
議
長
ら
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

目
黒
さ
ん
は
、
出
席
さ
れ
た
方
に
感
謝

を
伝
え
た
後
、「
只
見
町
が
、
次
世
代
に
と

っ
て
魅
力
と
可
能
性
の
あ
る
ふ
る
さ
と
に

し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

氏　名 住　所 担当区域

新國　和八 只　見 石伏・只見・舘ノ川・
黒沢・叶津・八木沢

矢沢　友一 塩　沢 蒲生・寄岩・塩沢・十島

堀金　太一 福　井 楢戸・小川・下福井・
上福井

本名　一貴 黒　谷 黒谷

大竹　　恒 熊　倉 長浜・荒島・熊倉・
亀岡・深沢

佐藤　孝輝 小　林 小林・大倉
鈴木　　豪 塩ノ岐 梁取・二軒在家・塩ノ岐
湯田　次雄 布　沢 坂田・布沢

農
業
委
員
会

氏　　　名
渡部周一郎（職務代理）
三瓶新一郎
目黒　美樹
佐藤　泉太
吉津　榮一
渡部　理一
齋藤　　聡
星　　和榮
山内　征久
小沼　一弘（職務代理）
飯塚　春夫（会長）
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

JR只見線全線再開通を盛り上げる
角田杏さん「只見線36駅＋2駅自転車全駅制はの旅」

身近にある素敵な自然体験
「観察の森・余名沢のブナ林散策」

町内で繁殖する鳥たちを観察
「春から初夏の野鳥観察会」開催

　全線再開通するＪＲ只見線を盛り上げ
ようと角田杏さん（明和小６年）が、７
月３０日、３１日にＪＲ只見線沿線の全
３６駅と廃駅となってしまった柿ノ木
駅・田子倉駅を自転車で走破しました。
　杏さんは、「この挑戦で只見線が注目
されて、全線運転再開の応援になればい
いなと思いチャレンジしました。駅に住
民の人などが駆け付けてくれたことが嬉
しかったです。全線運転再開後には、１
人で只見線を使ってお出かけをしたいで
す」と感想や今後の目標を話しました。

　季の郷湯ら里の主催で「観察の森・余名沢の
ブナ林散策」が８月７日に開催され、町内の親
子など２７人が参加しました。
　当日は、湯ら里のスタッフやブナセンターの
指導員が講師を務め、昆虫や樹木の説明の他に
クイズなどを行い、参加者たちは、身近にある
自然について学びました。
　参加した子どもたちは、「ちょっとした探検
気分が味わえて楽しかった」と話しました。

　「春から初夏の野鳥観察会」が４月から６月
まで開催されました。観察会は、各月１回行わ
れ、１回目は黒谷川、２回目は恵みの森周辺、
３回目は新田沢を観察地としました。全３回の
観察会を通して、オオルリやホオジロなど延べ
４８種が確認できました。
　９月２４日、１０月２９日、１１月２６日に
は「秋から初冬の野鳥観察会」が開催される予
定です。詳細については、只見町ブナセンター
（電話：０２４１−７２−８３５５）までお問い
合わせください。

▲ゴールのJR会津若松駅では、駅長と駅員の方々に出迎えていただきました

▲最後には皆さんで記念撮影を行いました

▲参加者は、只見町内の鳥類の多様性を実感しました
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

幕末の勇士　河井継之助をしのぶ
「河井継之助墓前祭」が
� 行われました

学生が講師に来てくれました
「サマースクール」開催

　「河井継之助墓前祭」が、河井継之助の命日と
なる８月１６日に医王寺で行われ、関係者を中心
に約４０人が参加しました。
　墓前祭は、渡部仁一実行委員長から、関係者や
参列者へのお礼の言葉が述べられた後、焼香や読
経が行われました。その後、渡部町長から追悼の
言葉が述べられました。
　また、当日は只見町河井継之助記念館の入館料
が無料となっており、墓前祭後には多くの方が記
念館に足を運びました

　町内の小中学生を対象としたサマースクール
（夏休みを利用した学習塾）が、８月７日から１０
日まで開かれました。
　今年は、福島大学の学生を中心とした団体『F- 
caition サークル「ホップ」』に所属する学生７人
が講師を務めました。
　参加した小中学生は「優しく、分かりやすく教
えてくれるので、勉強がとてもはかどりました」
と話しました。

▲中学生に勉強を教える福島大学の学生

▲ギャラリートークで説明に立つ佐野教授

▲墓前祭に参加された皆さん

▲水ヨーヨーすくいもあり、子どもたちも楽しめました

ただみ・モノとくらしのミュージアム
「開館記念講演会・
ギャラリートーク」開催

地元産品などが並びました
「明和マルシェ」開催

　明和自治振興会の主催で「明和マルシェ」が７
月２３日にただみ・モノとくらしのミュージアム
ピロティで開催され、子どもから大人まで多くの
方が足を運びました。
　明和マルシェは、１０月まで月１回程度開催さ
れる予定で、地元産品や手作りの工芸品などが並
べられます。開催日につきましては、明和振興セ
ンター（☎０２４１−８６−２１１１）までお問
い合わせください。

　只見町教育委員会の主催でただみ・モノとくら
しのミュージアム開館記念講演会（２０日／季の
郷湯ら里）とギャラリートーク（２１日／モノと
くらしのミュージアム）が開催され、神奈川大学
の佐野賢治名誉教授が講演しました。
　佐野教授は民具の大切さなどについて講演し、
「只見町の人はミュージアムを建てたことを誇っ
てください」と話しました。
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朝日診療所　医師　森
もり

　冬
ふゆ

人
と

広報ただみ診療所

　私は目が悪いです。眼鏡をかけて生活しています。さて、みなさんは私の事を「障害者」だと思うで
しょうか？たぶん障害はないと思う人が多いでしょう。けれども、私は眼鏡がないと車も運転できませ
ん。ろくに仕事もできないでしょう。人と会っても顔が見えなくて、店先の看板も理解できなくて外出
が嫌になるかもしれません。もしも「眼鏡なしで視力が良くないと運転免許停止だ」という制度なら生
活に困ってしまいます。
　私の目が悪くても普通に生活できる理由は、眼鏡を持っている他にもあります。眼鏡が壊れても数千
円ですぐに新しい眼鏡が買えます。予備の眼鏡もちゃんと用意しています。眼鏡をつけていれば運転免
許も取得できる制度になっています。なにより世の中の人々が「眼鏡をかけている人がいるのは当たり
前」と自然に理解してくれます。
　認知症の人、足が悪い人など、病気を持つ人・障害者と言われる人が、目の悪い私のように日頃から
障害を苦にせず生活できれば良いですが、まだ難しい点もあるでしょう。良い認知症の薬があるとか、
高性能の車椅子があるとか、そういう事だけでは解決できないのです。もちろん「ドラえもん」のよう
な有能なロボットが付きっきりで支援できる時代になれば解決するかもしれませんが、きっと１００年
先の話でしょう。
　認知症の人・障害がある人を支える制度やサービスがしっかりしている事、公共機関や商店がバリア
フリーになっている事、書類や説明が目・耳が不自由でも高齢者でも理解しやすい事、そういうことも
大事です。しかし、それだけではなくて、広く多くの人が、眼鏡の人が普通に隣にいるように、認知症の
人も障害がある人も、隣にいることが当たり前だと理解できるかどうかが大切でしょう。私は認知症の
家族と同居したことはないのですが、患者さん・ご家族・介護の職員から教えてもらい、認知症の人と共
に暮らすことはどういうことなのか、大変な事も、幸せな事も少しだけ理解できるようになりました。
様々な病気・障害を持った人が理解されて暮らしやすくなるにはどうすればいいのか、私も考え中です。

　私は、只見高校魅力化コーディネーターとして日々高校生と接しています。しかし大学生となると只
見町でめったに接する機会がありません。高校生にとって、そして小中学生にとっても、自分の将来や
ってみたいことや夢、目標を育む上で、普段接することのない様々な大人に接する場は大切です。そん
な機会のひとつが、教育委員会がひらいているサマースクール。今年も福島大学の学生さんに依頼し、
小中学生向けの学習支援を行ってもらいました。大学生たちは本当に真剣かつ朗らかに指導にあたって
くれました。参加した子どもにとって充実した楽しい時間だったのはもちろんですが、スクールの後の
時間も、もっと上手く教えられたのではないか、明日はこうやって改善しよう、と熱く議論する大学生
たちに、運営側の私たちも大きな刺激を受けました。また８月後半から１ヶ月間、心志塾でも東京大学
の学生さんがインターンで活躍してくれています。奥会津学習センターで寮生たちと生活し、心志塾や
高校で生徒の活動に参加したり学習支援をしたりする中で、高校生にとっていい刺激が生まれています。
　こうした場がイベントとしてあることはとてもいいことなのですが、できれば今後、大学生がもっと
継続的に只見町に関わる機会を増やしたいと考えています。只見町のような中山間地域で生の教育現場
を体験することは、実は大学生にとっても貴重な機会です。只見町の子どもたちが良い刺激を受ける場
が増えるように、参加した大学生が何度も遊びに来たり、参加者から後輩に関わりが受け継がれていく、
という流れを仕組みとしてつくっていきたいです。

地域おこし協力隊として Vol.93

只見町教育振興協力隊　丹
に

羽
わ

　貴
たか

一
かず

障害があるとかないとか
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只
見
線
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
酒さ

か

井い　
治は

る

子こ

み
ん
な
の
只
見
線

身
近
な
と
こ
ろ
で
た
び
を
楽
し
む

　

只
見
線
を
利
用
す
る
機
会
が
な

い
人
も
、
ど
こ
か
に
旅
行
に
行
く

と
き
に
違
う
町
で
鉄
道
に
乗
る

と
、
旅
気
分
が
上
が
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

私
が
大
学
時
代
に
暮
ら
し
て
い

た
と
こ
ろ
は
歩
い
て
十
分
の
と
こ

ろ
に
最
寄
り
駅
が
四
つ
あ
り
ま
し

た
。
列
車
に
乗
っ
て
い
る
の
は
私

の
よ
う
な
学
生
や
観
光
客
、
地
元

の
人
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
自
転

車
で
も
行
け
る
距
離
で
し
た
が
、

気
分
転
換
で
鉄
道
を
利
用
す
る
日

も
あ
り
ま
し
た
。

　

只
見
町
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は

ほ
と
ん
ど
が
車
で
の
移
動
の
た
め
、

旅
行
に
行
く
と
き
は
、
ど
こ
か
で

鉄
道
に
乗
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、

鉄
道
に
乗
っ
て
移
動
す
る
こ
と
を

考
え
ま
す
が
、
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
只
見
線
を
利
用
す
る
と
な

る
と
、
小
出
行
き
の
只
見
線
は
一

11年間只見線をつないだ代行バス

日
三
本
し
か
走
っ
て
お
ら
ず
、
冬

に
な
る
と
列
車
が
運
休
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。天
気
予
報
を
見
て
、

止
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
か
、
雪
崩
が

起
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ん
て
考

え
な
が
ら
旅
程
を
考
え
る
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。
乗
れ
る
か
ど
う

か
も
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
車
で
移
動
す
る
の
と
は
違

っ
て
、
列
車
か
ら
眺
め
る
只
見
町

は
い
つ
も
と
は
違
う
視
点
を
私
た

ち
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
一
日
に
数
本
し
か
来
な

い
列
車
を
ど
う
使
う
か
、
考
え
る

く
ら
い
な
ら
車
で
行
っ
た
方
が
い

い
や
と
思
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
が
小
さ
い
と
、
荷
物
も

多
い
し
子
ど
も
が
飽
き
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
し
、
足
が
悪
い
方
に

と
っ
て
は
、
階
段
で
移
動
し
な
く

て
は
い
け
な
い
駅
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
全
国
的
に
拡

大
し
、
し
ば
し
ば
行
動
制
限
が
行

わ
れ
、
外
出
も
思
う
よ
う
に
で
き

な
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
い
つ

に
な
っ
た
ら
自
由
に
移
動
し
て
思

う
存
分
楽
し
め
る
日
が
来
る
の
だ

ろ
う
、
と
皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
遠
く

に
出
か
け
る
機
会
よ
り
も
近
く
で

楽
し
め
る
場
所
を
探
し
て
ち
ょ
っ

と
し
た
旅
を
す
る
方
が
増
え
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
普
段
行
け
な
い

遠
く
へ
国
内
旅
行
に
出
か
け
る
の

は
も
ち
ろ
ん
い
い
で
す
が
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
旅
も
息
抜
き
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
に
は
お
す
す
め
で
す
。

　

塩
沢
に
あ
る
河
井
継
之
助
記
念

館
は
会
津
塩
沢
駅
か
ら
歩
い
て
十

分
ほ
ど
に
あ
り
ま
す
。
今
年
公
開

さ
れ
た
映
画
「
峠
―
最
後
の
サ
ム

ラ
イ
―
」
で
河
井
継
之
助
を
演
じ

た
主
演
の
役
所
広
司
さ
ん
が
着
て
い
た
陣

羽
織
や
松
た
か
子
さ
ん
が
着
け
た
か
ん
ざ

し
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
只
見
町
で
は
映
画
撮
影
が
行
わ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
河
井
継
之
助
が
亡
く
な

っ
た
終
焉
の
間
が
当
時
の
ま
ま
に
移
築
保

存
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
当
に
貴
重
な
も

の
で
す
。

　

只
見
―
会
津
川
口
は
、
九
月
三
十
日
ま

で
は
代
行
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
年
間
、
不
通
区
間
を
つ
な
い
で
い
て

く
れ
た
代
行
バ
ス
も
乗
り
納
め
で
す
。
晴

れ
の
日
も
雨
の
日
も
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん

雪
の
日
も
無
事
故
で
つ
な
い
で
く
れ
た
代

行
バ
ス
は
、
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
移
動

の
足
、
そ
し
て
旅
す
る
人
に
と
っ
て
も
大

切
な
交
通
路
線
で
し
た
。

　

旅
を
辞
書
で
引
い
て
み
る
と
、
住
む
土

地
を
離
れ
て
他
の
土
地
に
行
く
こ
と
の

他
、
古
く
は
必
ず
し
も
遠
い
土
地
に
行
く

こ
と
に
限
ら
ず
、
住
居
を
離
れ
る
こ
と
を

す
べ
て
「
た
び
」
と
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

代
行
バ
ス
が
走
る
の
も
あ
と
一
か
月

足
ら
ず
。
試
運
転
の
列
車
の
走
る
風
景
を

眺
め
て
、
只
見
町
を
た
び
す
る
。
気
軽
に

小
さ
な
「
た
び
」
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
四
年
八
月
詠
草

�

馬
場　

八
智

吾
が
心
明
る
く
す
る
如
咲
き
さ
か
る
紫
陽
花
の
ピ
ン
ク
ひ
と
時
見
入
る

�

目
黒　

富
子

捨
て
難
く
歳
月
過
ぎ
し
亡
き
母
の
日
記
に
我
が
名
あ
り
て
高
ぶ
る

�

関
谷
登
美
子

他
県
に
て
一
人
住
ま
い
の
同
級
生
と
の
話
題
は
い
つ
も
中
学
時
代

�
新
国
由
紀
子

花
ぐ
も
る
玄
関
の
屋
根
に
雀
二
羽
空
を
見
地
を
見
は
や
も
飛
び
立
つ

�

渡
部
ヨ
リ
子

一
夜
に
て
荒
ら
せ
し
跡
あ
り
ト
ウ
キ
ビ
を
摘
ま
む
と
早
く
畑
に
来
れ
ば

�

新
国　

洋
子

猛
暑
日
の
続
く
八
月
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
娘
ら
花
を
商
ふ

�

（
出
詠
順
）

只
見
俳
句
会　
八
月
定
例
会�

日
高
俊
平
太　

指
導

�

恒　

夫

八
月
や
父
の
つ
ぶ
や
き
今
に
な
お

カ
ン
カ
ン
帽
し
ず
か
な
父
の
語
り
口

�

一　

穂

コ
ロ
ナ
禍
や
十
口
の
我
慢
百
日
紅

幼
児
は
同
じ
本
好
き
昼
寝
時

�

修　

一

不
安
げ
に
巻
き
ひ
げ
伸
ば
す
胡
瓜
か
な

炎
天
や
配
達
員
の
バ
イ
ク
音

　�

信　

幾
年
ぞ
人
な
き
峠
の
渡
り
鳥

語
り
継
ぐ
白
河
の
関
甲
子
園

�

都　

水
遊
び
髪
の
お
だ
ん
ご
高
く
し
て

夏
暁
や
地
面
す
れ
す
れ
鍬
を
引
く

�

睦　

子

我
が
町
も
コ
ロ
ナ
が
宿
る
盆
の
月

散
歩
す
る
我
が
道
遠
く
一
万
歩

�

紺　

青

芋
の
絽
祖
母
の
好
み
を
受
け
継
ぎ
て

天
上
の
蓮
咲
き
こ
ぼ
れ
御
薬
園

�

礼　

満
点
の
星
を
田
の
面
に
蛍
の
夜

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
ふ
け
る
蛍
の
夜
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総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

9
月
26
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

●
水
道
使
用
料
（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
９
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
２
期
）

【
採
用
予
定
職
種
及
び

　
　
　
　
　
　
採
用
予
定
人
員
】

獣
医
師　

16
名
程
度

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

た
者
で
、
獣
医
師
の
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
者

【
受
付
期
間
】

令
和
４
年
10
月
６
日（
木
）必
着

※
受
付
時
間
は
平
日
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
試
験
日
及
び
場
所
】

○
試
験
日
時

令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

○
場
所

福
島
市
杉
妻
町
２
－
16

福
島
県
庁
本
庁
舎　

２
Ｆ

第
一
特
別
委
員
会
室

【
採
用
予
定
日
】

令
和
５
年
４
月
１
日

【
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
請
求
】

　

申
込
案
内
・
提
出
書
類
に
つ
い
て

は
福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https:// 

w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/
sec/01125c/senko4-1.htm

l

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
問

合
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

○
福
島
県
保
健
福
祉
部

　

保
健
福
祉
総
務
課

　

☎
０
２
４
－
５
２
１
－
７
２
１
９

○
福
島
県
農
林
水
産
部
農
林
総
務
課

　

☎
０
２
４
－
５
２
１
－
７
３
９
１

　只見町も加盟している平和首長会議の会長松井一實氏（広島市長）が、８月６日に
広島市で行われた平和記念式典で今年の平和宣言を発表しましたので、一部を掲載い
たします。
　「核兵器廃絶とその先にある世界恒久平和の実現に向け、被爆地長崎、思いを同じ
くする世界の人々と共に力を尽くすことを誓います」（平和宣言より一部抜粋）

平和首長会議会長が平和宣言を発表しました

　

福
島
地
方
法
務
局（
ま
た
は
支
局
・

出
張
所
）
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
登

記
手
続
案
内
を
電
話
対
応
と
し
て
い

ま
す
。

　

登
記
手
続
案
内
は
事
前
予
約
制
と

な
り
ま
す
の
で
、
福
島
地
方
法
務
局
、

ま
た
は
支
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

試
　
験

令
和
４
年
度
福
島
県
職
員
採
用

選
考
予
備
試
験（
獣
医
師
）

災
害（
防
災
）情
報
サ
イ
ト
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

只
見
町
新
規
職
員

登
記
手
続
案
内
は

事
前
予
約
制
で
す

お
知
ら
せ

人
　
事

　

只
見
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
災

害（
防
災
）情
報
サ
イ
ト
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
気
象
情
報
や
防
災
情
報
、

防
災
関
連
サ
イ
ト
を
掲
載
し
て
い
る

他
、
災
害
発
生
時
に
は
、
緊
急
情
報

等
の
発
信
も
行
い
ま
す
。

新
規
職
員　
９
月
１
日
付

▽
観
光
商
工
課

　

観
光
係

　
　

五
十
嵐 

琢
麻

　

平
常
時
か
ら
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
避
難
経
路
や
持
ち
物
な
ど
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
（
防
災
）
情
報
サ
イ

ト
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

https://w
w

w
.tow

n.tadam
i.

lg.jp/em
ergency/index.htm

l

　

ま
た
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読

※
会
社
・
法
人
に
関
す
る
手
続
案
内

は
、
福
島
地
方
法
務
局
の
み
行
っ

て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
・
予
約
先
】

○
福
島
地
方
法
務
局

・
土
地 

建
物

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
２
０
４
５

・
会
社 

法
人

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
１
９
０
４

○
若
松
支
局

・
土
地 

建
物

☎
０
２
４
２
－
27
－
１
５
０
１

○
田
島
出
張
所

・
土
地 

建
物

☎
０
２
４
１
－
62
－
０
２
４
９

み
取
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。
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町長スケ
ジュール
〈８月分〉

◆
明
和
小
学
校
６
年
生
の
角
田
杏
さ
ん
が
、
町
長
室
に
「
只
見
線
36

駅+

２
駅
自
転
車
全
駅
制
は
の
旅
」
の
報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

杏
さ
ん
は
、
７
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
で
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
駅

（
小
出
駅
か
ら
会
津
若
松
駅
）を
自
転
車
に
乗
っ
て
訪
ね
、
駅
ご
と

に
地
域
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
記
録
と
共

に
１
８
０
キ
ロ
余
の
旅
の
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

駅
ご
と
の
記
録
写
真
と
、
も
っ
と
只
見
線
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

「
各
地
域
で
の
取
り
組
み
」「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
の
取
り
組
み
」
と
し

て
具
体
的
な
提
案
を
盛
り
込
ん
だ
37
ペ
ー
ジ
の
報
告
書
を
頂
き
ま

し
た
。

　

暑
い
中
、
沿
線
の
方
々
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
ペ
ダ
ル
を
一
生

懸
命
漕
ぎ
只
見
線
の
全
駅
を
制
覇
し
た
角
田
杏
さ
ん
に
、
そ
れ
を

見
守
り
応
援
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
、「
あ

り
が
と
う
」
の
プ
レ
ー
ト
と
記
念
品
を
手
渡
し
、
心
か
ら
感
謝
を

伝
え
ま
し
た
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
※+

２
駅
は
、
柿
ノ

木
駅
と
田
子
倉
駅
で
す
。（
今
は
廃
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

◆
「
洪
水
や
渇
水
を
未
然
に
軽
減
す
る
に
は
森
の
土
壌
を
柔
ら
か
く

し
て
、
水
が
弾
か
れ
た
り
し
て
表
面
を
流
れ
去
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
水
が
土
壌
に
吸
い
込
ま

れ
て
浸
透
し
て
い
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
地
中
を
ゆ
っ
く
り
と
透
過

し
て
い
く
の
で
、
洪
水
や
渇
水
は
起
き
に
く
い
。」
と
東
北
大
学

名
教
授
の
清
和
研
二
先
生
が
あ
る
本
に
書
か
れ
て
い
た
の
を
読
み

ま
し
た
。

　

読
み
進
め
る
と
針
葉
樹
の
み
よ
り
も
「
広
葉
樹
が
混
じ
っ
た
強

度
間
伐
区
で
水
の
浸
透
能
力
が
最
大
に
な
る
こ
と
を
見
出
し
た
。」

と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う
諺

は
、
小
さ
い
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
全
体
を
見
通
さ
な
い
こ
と
の

た
と
え
で
使
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
記
事
は
ま
さ
に
木
の
利
用
ば

か
り
で
な
く
、
森
を
見
る
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　集落座談会が、８月22日をもちまして終了いたしました。会場の準備にご協力いただいた皆様やお集ま
りいただいた皆様、ありがとうございました。
　いただいたご意見等につきましては、今後の町政に生かしてまいります。
　なお、回答を持ち帰らせていただいた意見等につきましては、改めて各区長へ回答いたします。よろし
くお願いいたします。

集落座談会にご協力いただきありがとうございました

町
長
か
ら

	

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

　１日　南会津農林事務所長との意見交換会、
自治体ＤＸ推進トップマネジメントセ
ミナー、蒲生集落座談会

　２日　県道小林舘の川促進期成同盟会総会、
町村長交流会（～３日）（東京都）

　４日　国道２５２号六十里越雪わり街道の清
掃ボランティア、只見ふるさとづくり
研究会要望

　５日　政策調整会議、南会津地方広域市町村
圏組合管理者会、南会津地方町村会役
員会、南会津地方環境衛生組合管理者会

　７日　只見線シンポジウム
　８日　㈱福島中央テレビ取締役副社長他来庁、

寄岩・塩沢・十島・塩沢集落座談会
　９日　モンベル会長との包括協定に関する

Ｚｏｏｍ会議、定例庁議、下福井集落
座談会

１０日　会津総合開発協議会 南会津地方部会
県要望（福島市）

１２日　農業委員辞令交付式
１５日　只見町成人式
１６日　河井継之助墓前祭
１８日　熊本日日新聞社取材
１９日　只見町議会８月会議、９月補正予算町

長査定
２０日　会津地域自然環境魅力発信巡回パネル

展、ただみ・モノとくらしのミュージ
アム開館記念講演会

２２日　大倉集落座談会
２４日　個人県民税知事感謝状贈呈式、只見線

全駅制覇（坂田 角田杏さん）の報告会、
朝日診療所医師との懇談会

２６日　南会津地方環境衛生組合議会定例会、
南会津地方広域市町村圏組合議会定例会

２７日　只見カップビーチバレーボール大会、
元只見町長 目黒吉久氏 叙勲祝賀会

２９日　議案検討庁議
３１日　民生児童委員との懇談会
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
年
度
、
20
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
、

迎
え
る
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
Ｊ
Ｒ
只
見
線
全
線
運
転
再
開
ま
で

１
か
月
を
切
り
ま
し
た
。
11
年
ぶ
り

に
只
見
駅
か
ら
会
津
川
口
駅
ま
で
走

る
只
見
線
の
姿
が
楽
し
み
で
す
。

▽
お
盆
が
過
ぎ
、
気
温
が
だ
い
ぶ
落

ち
着
き
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
体
調
に
お
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

 

（
小
林
）

あ
と
が
き

転入 ６　転出 １１　出生 ３　死亡 ２

令和４年８月１日現在
人　　口　３，８４０（−　４）
　 男 　　１，９０１（＋　３）
　 女 　　１，９３９（−　７）
世 帯 数　１，５８９（−　３）
高齢化率　　　　　４８．７％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

★ねこはるすばん

★掬えば手には

町田尚子（ほるぷ出版）
　にんげん、でかけていっ
た。ねこは、るすばん。と
おもいきや……？　猫だっ
てカフェに行くし、身だし
なみを整える。──あなた
のしらない猫の世界。「ね
こがおとなしく、るすばん

瀬尾まいこ（講談社）
　ちょっぴりつらい今日の
向こうは、光と音があふれ
てる。『幸福な食卓』本屋
大賞受賞作『そして、バト
ンは渡された』に連なる、
究極に優しい物語。
　私は、ぼくは、どうして
生まれてきたんだろう？
　大学生の梨木匠は平凡な

してるとおもうなよ」。
　町田尚子さんの描く、魅力的な猫の絵本です。

ことがずっと悩みだったが、中学３年のときに、
エスパーのように人の心を読めるという特殊な
能力に気づいた。ところが、バイト先で出会っ
た常盤さんは、匠に心を開いてくれない。常盤
さんはつらい秘密を抱えていたのだった。
　だれもが涙せずにはいられない、切なく温か
い物語。

○朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

（7月26日～8月25日届出分）敬称略

■お誕生おめでとうございます
木下　大

だい

知
ち

（男／翔太・都）　　　只　見
渡部　八

や

恵
え

（女／兼介・真梨子）　只　見
横山　未

み

怜
れい

（女／大・萌）　　　　大　倉

■おくやみ申し上げます
小　沼　靖　雄　　5３歳　　福　井
渡　部　ヤヨエ　　９2歳　　小　川
松　永　桂　子　　75歳　　只　見

朝日振興センター
図書紹介

朝日振興センター図書室
☎84－2111
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■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

附属施設「ふるさと館田子倉」では下記企画展を開催中です。
皆様のお越しをお待ちしております。

写真展「この写真、どこ？だれ？何してる？
　　　　　　　―皆川文弥が撮った只見線が開通した頃の只見―」
会　期：2022年8月11日（木）～2022年11月28日（月）
場　所：ふるさと館田子倉　2階会議室

只見町ブナセンターからのお知らせ

　雑木林、草原、畑地、人家の庭など、様々な環境に生息する全長6㎝ほどのカマキリ
です。日本にはヒナカマキリなど、本種より小さいカマキリも生息していますが、人目に
つきやすい環境で見られるカマキリの中では本種がもっとも小型であることからこの名
がついたと考えられます。体色はほとんどの場合褐色ですが、稀に緑色型も見られます。
　只見での孵化は6月上旬ですが、幼虫は草の下に隠れるように生活しており、意識し
て探さないとまず目にすることはありません。成虫は8月下旬に出現し、羽化してしば
らくは雌雄ともに夜間によく飛翔します。この時期に自販機や灯火の下を探すとガなど
を捕食する姿が見られます。
　メスは卵巣の発育が進んで身重になると飛翔しなくなりますが、メスを探して飛翔す
るオスは9月以降も灯火に集まります。肌寒い日が増える9月中旬以降の日中は日当た
りのいい道路上に出てきます。日光浴をすることで、体を温めるためであると考えられ
ます。また、身軽なオスはクズやイネ科草本の上にもよく姿を見せます。
　雌雄ともに11月まで活動します。オオカマキリやハラビロカマキリなど、よく似た
環境に生息する中大型のカマキリと比較してオスが長寿ですが、その理由はよくわかっ
ていません。

コカマキリ　（学名：Statilia maculata）
【カマキリ目カマキリ科】

 （写真・文 吉岡義雄）

▲メスの成虫。意外と体色はバリエーションに富み、写真のようなこげ茶色以外にも黄色みが
かったものや赤みがかったものなども見られる。いずれも地上で目立たない保護色となる。
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